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このたび、世界に名だたるヴァイオリニストのフェリ

ックス・アーヨ氏が、既に幅広い人気を得ているこの日

本をまた訪れ、各地で演奏会を開かれることを知り、心

より嬉しく思います。

イタリア大使館は、 このたびの公演を喜んで後援いた

すものです。実にマエストロ・アーヨは、 その多彩な演

奏活動や教育者としての仕事を通して、 イタリアの音楽

界を一牌充実させるのに、 多大な貢献をしてこられまし

た。

この演奏会の芸術的レベルの高さというものは、皆様

に必ずおわかし)いただけるでしょう。最後に、 日本の聴

衆の方々や、松岡企画をはじめとする、本公演の関係者

各位に、ご挨拶を申し ｜諸げたいと思います。

駐Hｲﾀ！ﾉｱ大使

ポリス。ビアンケーリ

ノ
１
１
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蝋 Concertinodi Kyoto

勘
ヴァイオリン独奏：フェリックス・アーヨ

チェロ独奏：林 峰男

ヴィオラヴァイオリン
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チェロ

壁瀬雅彦

森田健二
林 峰男

1946年、東京に生れる｡佐藤良雄､斉藤秀

雄、ギ・ファロー各氏に師事。

1975年、ベオグラード国際チェロ．コン

クールで第1位を獲得。

その後、ギリシャ、 オーストリア、 スイ

ス、 日本、 スペイン、 アメリカ、ポーラ

ンド、ユーゴスラビア、韓国、 フランス

等でコンサートを開く。

現在、 ローザンヌ郊外のモルジュに本拠

をおき、活動を続けている日本チェロ界

のホープである。

コントラバス

今村れい子，旧
八 _工マ

チェンバロ

宮沢悦子

》印＝客員

<,wi"'
コンチェルティーノ・デイ・キョウトI

才能教育研究会京部支部の指導者：新井党、野村武二、 そして京都在住の指揮者：井手

章夫が中心となり、同支部研究科の優秀な卒業生たちを集め、 1958年に創立した弦楽合奏

団である。

以来、井手章夫、高橋利夫、堤俊作の3人の指揮者のもとに活発な演奏活動を続け、 フ

ルート ・吉I11雅夫、 ルイ ・モイーズ、高橋利夫、 オーボエ・丸1 11盛三、 ヴィオラ・河野昌

彦、チェロ・斉|H出、林峰男、モー1ノス・ジャンドロン、 ピアノ ・辛島輝治といった一流

演奏家たちと協演してきた、閏|ﾉWに於るアマチュア合奏岡としては､ユニークな存在である。

1
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Programma

アントニオ・ヴィヴァルディ

ヴァイオリン協奏曲卜短調作品12第1番
アレグロ／ラルゴ／アレグロ

ヴァイオリン：フェリックス・アーヨ

ANTONIOVIVALDICONCERTOINSOLMINORE

PerViolino,Archi eCembalooP､ I2n. l

Allegro/Largo/Allegre

FelixAyo,Violino

CONCERTOINSIBEMOLLEMAGGIORE

PerViolino,Violoncello,Archi eCembalo F.W-2
Allegro/Andante/Allegro

FelixAyo,Violino
MineoHayashi,Violoncello

ヴァイオリンとチエロの為の協奏曲変口長調F.N-2
アレグロ／アンダンテ／アレグロ･モルト

ヴァイオリン：フェリックス・アーヨ

チェロ ：林 峰男Ｉ
！

CONCEBTOINSOLMAGGIORE

Per2Violini,2Violoncelli,Archi eCembaloF.W-1
Allegro/Largo/Allegro

FelixAyo
YumikoMatsumura,Violini

MineoHayashi
MasahikoKabese,Violoncelli

2つのヴァイオリンと2つのチェロの為の協奏曲卜長調F.N-1
アレグロ／ラルゴ／アレグロ
ヴァイオリン：フェリックス・アーヨ

松村裕美子
チTロ ：林 峰男

壁瀬雅彦

Concerti 、LeQuattroStagioniミOP.a
FelixAyo,ViolinoG

協奏曲集「四季」作品8
ヴァイオリン：フェリックス・アーヨ

第1番「春」ホ長調
アレグロ／ラルゴ／アレグロ

n. 1 ､LaPrimavera, inMimaggiore
Allegro/Largo/Allegro

第2番「夏」 卜短調
アレグロ・ノン・モルト／アダージオ／ブレスト

n.2 ミL'Estate, inSolminore
Allegrononmolto/Adagio/Prest

１
１ 第3番「秋」ヘ長調
アレグロ／アダージオ・モルト／アレグロ

n.3 ミL'Autunno, inFamaggiore
Allegro/Adagiomolto/Allegro

第4番「冬」ヘ短調
アレグロ・ノン・モルト／ラルゴ／アレグロ

n.4 ミL' Inverno, inFaminore
Allegrononmolto/Largo/Allegro

プログラム
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第1番春ホ長調

春が来た。鳥は楽しい歌で春を迎え、泉はそよ風にやさし

くさ、やく。黒雲が空を走り、稲妻と雷がおそう。嵐がやむ

と小鳥は再び歌いはじめる。一花の咲くうららかな牧場で

は木々の葉がそよぎ、牧人の犬の側に眠る－ニンフと牧童

は輝かしい春の日に笛に合わせて楽しく踊る。

第3番秋へ長調

村人たちは踊りと歌で豊作を祝い、酒を飲んでついに眠っ

てしまう－祭りのあとには秋の快さが人々を眠りにさそう

一夜が明けると狩人たちは犬をつれて狩りに出る。けもの

は逃げ、狩人は追う。けものは傷つき、力つきてついに倒れ

る。
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第4番冬へ短調

冷たい雪にふるえ、恐ろしい寒風が吹<のて｡、たえず足ぶ

みをす。あまりの寒さに歯がカタカタと鳴る－暖炉では人

々が安らかに過ごしている。外は雨が降っている－氷の上

を、 ころばないようにそろそろ歩く。急いで歩くとたちまち

滑ってころぶ。閉された扉を開いて外に出ると、南風も北風

も一緒にあらそって吹いている。これが冬だ。冬にもこんな
楽しみがある。

第2番夏 ト短調

やけつくような太陽の季節には人も家畜も疲れ、松も枯れ

る。カッコウが鳴き、山鳩やヒワも歌う。そよ風がさわやか

に吹く。突然北風がおそい、にわか雨を降らせて牧童を困ら

せる－牧童は恐れと不安に疲れる。稲妻が走り、雷はとぎ

ろく。ハエが群をなしてとびまわる－あ、恐るべき雷と稲

妻、 それは麦の穂や作物を打ちおとす。

一

●
』
ぼ
』
“
鯉
蝉
型
“

P 百

4」』

1聯
弓

ゆ ６
１

00．
○

G

℃

や

｡

、

1

身
４
－
Ｆ
、
ｋ
、



丙店一つく オール電化製品とオーディオ

IF家 (231） 4475
皐
弔

2Fオーディオ(221) 2334
、

3F試聴室
YAMAHAPIANOHALL

ヤマハアップ。ライトピアノ･･ ･……15機種

グランドピアノ･…･……･…5機種

スタインウエーピアノ （独）

グロトリアン・スタインウェヒピアノ （独）

シュペアハーケ・チェンバロ （独）

展示品目

IFサービス(221) 4212
取扱品目

陸

※駐車場完備
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●音の館●

マツヲ 器
上 ン ピアノホール／上京区河原町丸太町下ル念222-2211㈹

エレクトーンハウス／上京区河原町今出川西入ル冠231-1200

京都市中京区河原町三条上ル東

京都信販･JCB･UC･DC･ リオン･住友
ヘ

ベ

ー

ー

ー

1
河
原
町
通

'1

朝

会日
館

松

ロイヤル

ホテル

‐
ｌ
‐
‐
‐
・
‐
高
瀬
川

ｌ
ｌ
ｉ

’

木
屋
町
通





指揮

古谷誠一

昭和28年、東京に生れる。

東京大学文学部卒業。在学中から、NHK放送

オペラ、オーケストラ等の、ピアノ伴奏、指揮

を始める。

卒業後、桐朋学園音大で、指揮を小沢征爾、秋

山和慶、堤俊作の各氏に、作曲理論、ピアノを

故矢代秋雄、三善晃、末吉保雄の各氏に師事。

二期会オペラ公演、日本バレエ協会公演、ベル

リン。フイルメンバーとの協奏曲の指揮などを

務める。名古屋芸術大学講師。

｡


